
一
、
船
舶
移
送
を
う
け
た
奥
羽
出
張
病
院
患
者
の
転
帰
中
西
淳
朗
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一
、
醍
醐
寺
宝
蔵
の
眼
科
口
伝
害
と
医
心
方
槇
佐
知
子

一
、
江
戸
の
考
証
医
家
小
曽
戸
洋

一
、
戊
辰
の
江
戸
城
開
け
渡
し
前
後
よ
り
、
関
東
平
野
に
お
け
る
旧

幕
軍
騒
乱
ま
で
の
間
に
お
け
る
薩
摩
藩
の
戦
傷
者
対
策
を
、
〃
史
談
会
速

記
録
・
明
治
三
十
年
十
一
月
二
十
一
日
〃
よ
り
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

こ
れ
の
証
言
者
は
旧
大
村
藩
々
士
・
渡
辺
清
で
、
彼
に
よ
る
と
三
月
十

四
口
、
西
郷
隆
盛
の
代
理
、
木
梨
精
一
郎
と
共
に
英
国
公
使
パ
ー
ク
ス

に
、
「
明
十
五
日
は
江
戸
城
総
攻
撃
に
つ
き
、
相
当
の
戦
傷
者
が
出
る
と

予
想
さ
れ
る
の
で
、
病
院
を
開
設
し
て
ほ
し
い
」
と
申
し
入
れ
た
。
返

事
は
否
で
あ
り
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
抵
抗
も
し
な
い
徳
川
氏
の
城
を
攻

め
る
の
は
非
理
で
あ
り
、
そ
の
上
、
横
浜
の
居
留
外
人
の
保
護
も
考
え

ぬ
新
政
府
は
政
府
と
し
て
認
め
ら
れ
ぬ
、
と
い
う
返
答
に
驚
き
江
戸
城

｜
例
会
抄
録
一

横
浜
軍
陣
病
院
に
お
け
る

土
佐
・
因
州
両
藩
の
死
者
を
め
ぐ
っ
て
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西
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総
攻
撃
は
中
止
と
な
っ
た
。
こ
の
時
に
英
国
人
に
病
院
を
開
設
し
て
も

ら
う
話
は
一
旦
消
え
た
訳
で
あ
る
。

二
、
こ
の
様
に
薩
摩
藩
は
戊
辰
戦
争
第
二
期
に
入
る
前
か
ら
、
戦
傷

者
の
治
療
は
英
国
頼
み
で
あ
っ
た
。

江
戸
開
城
の
前
日
（
四
月
十
日
）
、
旧
幕
府
の
伝
習
歩
兵
隊
、
旗
本
ら

の
大
脱
走
に
よ
り
新
た
な
戦
争
が
房
総
、
上
毛
で
展
開
さ
れ
た
。
こ
の

戦
の
特
徴
は
両
軍
と
も
に
ラ
イ
フ
ル
銃
を
用
い
た
銃
撃
戦
の
あ
と
、
白

兵
戦
と
な
っ
た
た
め
、
戦
傷
の
質
も
か
な
り
異
っ
て
貫
通
銃
創
の
他
に

切
創
を
伴
う
様
な
ケ
ー
ス
も
出
、
一
部
の
従
軍
藩
医
に
は
加
療
で
き
な

い
状
況
が
生
れ
た
。

薩
摩
藩
で
は
、
宇
都
宮
城
内
の
戦
傷
者
五
名
を
仕
方
な
く
壬
生
城
に

移
し
、
土
佐
藩
々
医
・
弘
田
玄
又
に
治
療
を
依
頼
し
て
い
る
。
ま
た
、

房
総
方
面
の
東
征
軍
の
損
害
は
、
戦
死
一
五
名
、
戦
傷
四
三
名
（
重
傷
二

一
名
、
軽
傷
一
三
名
、
程
度
不
明
九
名
・
山
形
紘
氏
に
よ
る
）
と
な
っ
て
お

り
、
重
傷
の
三
分
之
二
Ⅱ
一
四
名
が
薩
摩
藩
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
戦

傷
の
質
と
量
に
ま
ず
驚
い
た
の
が
薩
摩
藩
で
、
こ
れ
が
再
び
英
医
Ｗ
・

ウ
ィ
リ
ス
に
治
療
を
頼
み
こ
む
引
き
金
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

横
浜
軍
陣
病
院
の
設
立
に
つ
い
て
の
従
来
の
記
載
は
、
前
述
の
史
実

を
全
く
欠
い
て
い
る
。

三
、
横
浜
軍
陣
病
院
に
入
院
し
て
死
亡
し
た
土
佐
・
因
州
両
藩
の
兵

士
を
、
諸
文
献
、
墓
碑
等
か
ら
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
と
土
佐
は
九
名
で

あ
る
が
、
明
ら
か
な
誤
記
（
田
垣
利
平
）
、
墓
は
あ
っ
て
も
病
院
日
記
等

に
記
載
な
し
（
軍
夫
熊
次
）
を
除
く
と
七
名
と
な
る
。
こ
の
七
名
に
つ
い

て
、
新
政
府
関
係
日
誌
で
調
べ
た
と
こ
ろ
、
太
政
官
日
誌
、
江
城
日
誌
、
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本
研
究
は
大
隈
重
信
の
負
傷
か
ら
右
大
腿
部
の
切
断
手
術
と
そ
の
回

復
、
さ
ら
に
義
足
装
着
に
至
る
過
程
と
社
会
復
帰
、
そ
の
後
の
健
康
維

持
に
関
す
る
セ
ル
フ
ケ
ア
の
一
連
の
状
況
を
と
り
あ
げ
、
今
口
的
観
点

か
ら
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

外
務
大
臣
大
隈
重
信
（
一
八
三
八
’
一
九
二
三
の
負
傷
事
件
は
、
明

治
二
二
年
一
○
月
一
八
日
条
約
改
正
に
反
対
す
る
来
島
恒
喜
の
投
げ
た

鎮
将
府
日
誌
に
戦
傷
記
事
を
見
出
し
た
。
因
州
は
七
名
全
員
が
病
院
日

記
に
き
っ
ち
り
の
っ
て
お
り
、
江
城
日
誌
や
鎮
将
府
日
誌
に
も
記
載
さ

れ
て
い
た
。
し
か
し
何
故
か
太
政
官
日
誌
に
は
見
出
せ
な
か
っ
た
。

入
院
戦
傷
者
を
診
療
し
た
医
師
は
、
土
佐
は
弘
田
玄
又
以
下
六
名
、

因
州
は
上
島
千
里
以
下
三
名
、
薩
摩
は
有
馬
意
運
以
下
四
名
で
あ
る
。

入
院
戦
傷
者
の
死
亡
率
は
土
佐
八
・
五
％
、
因
州
三
六
・
八
％
、
薩

摩
は
一
四
・
三
％
で
あ
っ
た
。

な
お
受
傷
日
か
ら
入
院
日
ま
で
の
平
均
日
数
は
、
土
佐
三
○
・
七
日
、

因
州
七
・
三
日
、
薩
摩
七
・
八
日
、
で
あ
る
。
入
院
戦
傷
者
死
亡
率
と

入
院
日
ま
で
の
平
均
日
数
と
が
反
比
例
す
る
理
由
は
現
段
階
で
は
判
然

と
し
な
い
。

（
平
成
十
年
二
月
例
会
）

大
隈
重
信
の
切
断
手
術
か
ら

健
康
生
活
へ
の
セ
ル
フ
ケ
ア
に
関
す
る
研
究坪

井
良
子

爆
弾
に
よ
っ
て
お
き
た
。

大
隈
の
大
腿
部
切
断
手
術
に
は
主
治
医
の
池
田
謙
斎
、
橋
本
綱
常
、

高
木
兼
寛
、
伊
東
方
成
、
佐
藤
進
、
ド
ク
ト
ル
ベ
ル
ッ
、
高
階
経
本
が

当
た
っ
た
。
手
術
時
の
詳
細
な
記
録
は
高
橋
種
紀
が
「
大
隈
伯
病
床
日

誌
」
と
し
て
、
二
九
×
二
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
一
五
頁
、
体
温
表
付

で
毛
筆
で
書
か
れ
、
術
直
後
か
ら
第
一
五
週
に
至
る
ま
で
の
記
録
を
残

し
て
い
る
。
他
大
隈
の
遭
難
に
関
し
て
の
治
療
他
詳
細
な
手
紙
が
残
さ

れ
て
い
る
。

治
療
に
際
し
て
、
外
科
的
療
法
は
橋
本
、
高
木
、
佐
藤
の
三
氏
が
あ

た
り
、
佐
藤
進
の
執
刀
に
よ
っ
て
手
術
が
行
わ
れ
た
。
麻
酔
は
ド
ク
ト

ル
ベ
ル
ッ
が
当
た
り
、
「
午
后
七
時
五
十
分
ラ
ロ
ロ
ホ
ル
ム
」
ノ
吸
入

マ
マ

ヲ
施
シ
麻
粋
ノ
応
ス
ル
ニ
（
略
）
大
腿
下
三
分
一
ノ
盧
二
於
テ
皮
膚
ヲ
輪

状
二
切
開
シ
テ
之
ヲ
上
方
二
反
翔
シ
次
テ
筋
肉
ヲ
切
断
シ
骨
膜
ニ
達
シ

亦
之
ヲ
上
方
二
反
翔
シ
之
ョ
リ
骨
膜
ヲ
剥
離
シ
骨
質
ヲ
鋸
断
セ
リ
（
略
）

股
動
脈
深
股
動
脈
及
上
二
三
ノ
太
キ
静
脈
管
ヲ
結
紮
シ
皮
府
卜
筋
層
ヲ

共
二
縫
合
シ
内
外
両
端
二
排
泄
ロ
ヲ
備
上
妖
度
「
ホ
ル
ム
、
ガ
ー
ゼ
』

ヲ
貼
シ
固
定
繩
帯
ヲ
施
シ
テ
直
二
病
辱
一
一
就
カ
シ
メ
（
略
）
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
日
誌
に
は
最
初
に
駆
け
つ
け
た
医
師
高
木
兼
寛
が
直
ち
に
救

急
処
置
を
施
し
た
た
め
に
出
血
を
免
れ
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た
と
記

さ
れ
、
高
木
は
直
ち
に
東
京
慈
恵
医
院
看
護
婦
教
育
所
生
徒
四
名
を
派

遣
し
て
看
病
に
あ
た
ら
せ
た
。
看
護
婦
が
記
し
た
体
温
表
、
尿
量
、
食

事
献
立
並
び
に
摂
取
量
、
睡
眠
時
間
表
な
ど
が
残
さ
れ
て
い
る
。

第
一
回
の
包
帯
交
換
は
一
週
目
に
行
い
、
二
台
の
蒸
気
ス
プ
レ
ー
を

装
置
し
、
百
倍
石
炭
酸
水
の
蒸
気
で
室
内
の
塵
挨
を
沈
底
し
て
、
包
帯
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